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参照：上勝町　ゼロ・ウェイスト宣言

「上勝町ごみ ゼロ（ゼロ・ウェイスト）宣言」
未来の子どもたちにきれいな空気やおいしい水、豊かな大地を継承する
ため、2020 年までに上勝町のごみをゼロにすることを決意し、上勝町
ごみゼロ（ゼロ・ウェイスト）を宣言します。

１ 地球を汚さない人づくりに努めます！
２ ごみの再利用・再資源化を進め、2020 年までに焼却・埋め立て処分
をなくす最善の努力をします。
３ 地球環境をよくするため世界中に多くの仲間をつくります！

2003 年 9 月 19 日　徳島県勝浦郡上勝町

ゼロ・ウェイストの町

　ゼロ・ウェイスト（Zero ＝ 0、Waste= 廃

棄物）とは、ごみをゼロにすることを目標

に、できるだけ無駄や浪費、廃棄物を減ら

そうとする活動のことである。一般にごみ

関連政策のほとんどが、どうやって焼却す

るかの “ 対処 ” であるのに対して、ゼロ・ウェ

イストはごみ発生の根本から着手していく。

ごみを出さない社会のためには、生産や流

通、消費のシステムや社会全体が変わらな

ければならない。また、意識の高い仲間を

増やし、そのネットワークを世界に広げてい

く必要もある。そこで、上勝町は豊かな自然

や暮らしを守るために、ごみをゼロにする＝

そもそもごみ自体を出さない社会を目指し、

2003 年に自治体として日本で初めての「ゼ

ロ・ウェイスト宣言」を行った。その背景

には、購入したばかりの小型焼却炉をダイ

オキシンの問題により処分せざるを得なく

なり、新たな焼却炉に支出する財政的な余

裕がないという切実な事情もあったという。

そこで町民と話し合いを重ねた結果、町で

はごみ収集車を走らせず、生ごみはコンポ

ストを利用して各家庭で堆肥化すること。

まだ使えるものは併設の「くるくるショッ

プ ( リユースショップ )」に持ち込み、瓶や

缶などのさまざまな「資源」は住民各自が

「ゴミステーション」に持ち寄ることになっ

た。ごみの分別は 9 品目からはじまり、ゼロ・

ウェイスト宣言開始時には 34 分別、現在は

45 分別になっており、再資源化率は 80％

を超えている。

　豊かな自然と美しい風景の中で、細かく

分類された資源ごみや、リユースショップ

の持ち帰り可能な品々が整然と陳列されて

いる様には、大量生産、大量消費、大量廃

棄の時代を超えた、新しい価値観や可能性

を感じさせる町である。

© 上勝町



　「上勝ゼロ・ウェイストセンター」はごみ分別処理場に教育・研究・
発信機能を付与し、「ゼロ・ウェイスト」の理念の体現と、町のコミュ
ニティの再形成や、地域振興を目的とした環境型複合施設である。
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　敷地は、ごみや土木残土で埋立をした土地である。そこで建物は地盤の良い山側によせて建てる事とし、

見通しの悪い迂曲した車道を避けて車の出入り口を配置した。出入り口を見通せる敷地中央に事務室と

コンシェルジュ機能のあるリユースショップを設け、その両サイドに、町民とごみ関係者が主に使用する

分別エリアと、町外の人も訪れるコミュニティ施設や駐車場エリアを配置した。また、最も地盤が安定し

ている地山の上に体験型ホテルを分棟で配置した。

　馬蹄状のプランは「分別→保管→再生・販売」といったリサイクルとリユースの過程をシームレスに連続さ
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せたもので、大庇が囲む円形の町民分別広場はストックヤードを一望できるドライブスルー型の空間と

なっており、45 分別の検索性向上と移動距離の最短化を図った。午後はリサイクル回収のためのフォー

クリフトやトラックが行き来する場所となるため、観光視察の外来動線は建物外周部とし、歩車分離や

ごみを出す町民のプライバシーに配慮した。ごみ出し動線の先にはリユースショップやコミュニティホール、

絶景の芝生広場へと繋がる出会いのホールがあり、そこで町民同士や外来者との交流が生まれることを

意図した。

① まだ使えるもの
② 生ごみ ( 町内事業者用 )
③ アルミ缶
④ スチール缶
⑤ スプレー缶
⑥ 金属製キャップ
⑦ 雑金属
⑧ 新聞紙・チラシ
⑨ 段ボール
⑩ 雑誌・雑紙
⑪ 紙コップ
⑫ 紙パック ( 銀 )
⑬ 紙パック ( 白 )
⑭ 硬い紙芯
⑮ シュレッダーくず
⑯ その他の紙
⑰ 衣類・カーテン・毛布
⑱ その他の布類
⑲ ライター
⑳ 廃食油
㉑ その他のプラスチック
㉒ プラスチック製包装容器
㉓ ペットボトル
㉔ プラスチック製キャップ
㉕ 白トレイ
㉖ トレイ以外の発砲スチロール
㉗ 透明瓶
㉘ 茶色瓶
㉙ その他の色瓶
㉚ 一升瓶・ビール瓶
㉛ 陶磁器類・ガラス類
㉜ 電球・蛍光灯
㉝ 廃バッテリー
㉞ 廃タイヤ
㉟ 割り箸・木竹製品
㊱ 粗大ごみ ( 木製 )
㊲ 粗大ごみ ( 金属製 )
㊳ 粗大ごみ ( 布団・絨毯・カーペット・畳 )
㊴ 粗大ごみ ( 塩ビ製品・ゴム製品 )
㊵ どうしても燃やさなければいけないもの
㊶ 紙おむつ・生理用品・ペットシート
㊷ どうしても埋めなければいけないもの
㊸ 鏡・水銀体温計
㊹ 乾電池
㊺ 特定家電製品

町民分別動線

視察者動線



ストックヤードより町民分別広場を見る。広場を囲う半屋外のストックヤードは 45 分別されたごみが資源として保管される。©Koji Fujii / TOREAL



東西方向　断面図

南北方向　断面図

駐車場よりみる。左からゴミステーション、ストックヤード、リペアヤード、リユースショップとリサイクルの過程を一望できる。重機や車両の搬出のため、分別ゾーンの側柱や斜柱は徐々にセットバックして軒下空間を作っている。 ©Koji Fujii / TOREAL
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ごみを含めた地域の資源から全体が決まる

地域資源を活用すること。そして資源を無駄にせず、極力廃材を出さない工事とすること。域外から物を

持ち込まないことは、無駄な梱包や輸送のためのコスト、燃料を減らす第一歩になる。設計に当たっては

上勝町の林業関係者のもとを訪ね歩き、また、旧ゴミステーションや町の廃屋、解体前の旧庁舎や廃校に

なった中学校などに足繁く通い、その苦境や過疎化の事実に愕然としながら、使われなくなったものに価

値を与えられるよう知恵を絞った。町産スギ材の利用は町の山林資源や町の人的・知的資源の活用と同義

である。また、建物に使われた素材はごみを資源と捉えて活用したものである。この建築はこれら資源の

活用の連鎖として全体が構成さている。予め全体を決めた後に各メーカー品を割り当てるのではなく、ご

みを含めた地域の資源から全体が決まるという設計プロセスとなった。



町内産スギ丸太材の利用

「ゼロ・ウェイスト」の理念のもと、上勝産の杉

材を構造や内装に使用する事を前提として、基本

設計の初期から上勝町・森林組合・製材業者・木

材加工業者を含めた打ち合わせを重ねた。町から

はごみの臭いがこもらず、風と光が抜ける空間、

大型のトラックが横付け出来る軒の高さが求めら

れた。また、我々設計者としても、将来使われ方

が変化しても改修して使い続けることができるフ

レキシブルかつサスティナブルな構造システムを

1 つの設計条件とした。そこで、建築の構造は町

の山林に最も多く眠っている立木径から末口径φ

250㎜、70 ～ 80 年生の杉を用いることとし、町

内の設備で乾燥可能な８ｍを最長寸法として計画

した。ただし、施工者の選定後に山から木を伐り

だし、乾燥していては工期が余計にかかってしま

う。そこで町と掛け合い、総数３５０本の杉を着

工の 1 年以上前から先行分離発注し、町からの

材料支給の形をとる事とした。山からの切り出し・

製材・乾燥・加工をすべて町内の業者が行うこと

で、域内経済と山林資源の活性化に貢献している。

原木から角材をとるには、ごみの発生や構造耐

力の低下、材長の短小化など、大きなロスがある。

一方で、丸太材は製材せずにほぼ原木のまま使

うことから、長い材が得やすく、断面性能のロ

スが少ないという力学的長所をもつが、径や形

状のばらつきや曲がりを有し、その加工・組立

には高度な大工技能を必要とする問題がある。

我々は丸太の良さを活かした構造とすべく、丸

太を半割にしただけの柱や陸梁で、太鼓引きし

た芯持材の斜め柱・登り梁を挟みこむ架構とし、

各材のカット面をボルトで縫うシンプルな接合

方法を考案した。同時に、構造を現しとするこ

とで、腐食材の交換などのメンテナンスや解体

後のリユースが容易な設計とした。これは町の

資源回収の大きな悩みの種となっている、解体

分離が難しい複合ごみに対する、我々なりの答

えでもある。また太鼓落としの端材も外壁や内

装材として再利用することで建設の際のごみの

発生を抑制した。

© 北島コーポレーション

丸太半割材
柱・陸梁は半分に割っただけの丸太を組合せ、
斜柱・登梁を挟み込むように使用

丸太太鼓落とし材
太鼓挽きした芯もち材を斜柱・登梁に使用

挽板材
太鼓落とし材の端材から
板幅の異なる杉板を挽き直し、
内外装材としてランダムに使用

薪
挽板の端材はホテルで使用する薪として利用
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町内産丸太材を用いた形態変化する構造
山田憲明 ( 山田憲明構造設計事務所 )

丸太材の課題と可能性

　丸太材は古来、数寄屋建築などを除き、小屋梁や
桔木（はねぎ）、独立柱など、力の負担が大きく造
作との取り合いの少ない部材に多用されていた。
　近代以降の日本における丸太材を使った本格的な
構造デザインは、アントニン・レーモンドが最初で
はないだろうか。丸太材で構成した鋏状トラスによ
る教会や方杖を巧みに用いた教会やホールは、力学
と材料の深い洞察に基づいてデザインされており、
唯一無二の架構と空間を獲得している。しかしなが
ら、レーモンドの丸太材架構は、丸太材同士を自然
の丸味に合わせて隙間なく接合する「光付（ひかり
つけ）」を多用しており、当時多く存在した大工職
人の高度な技能に立脚してた。
　1980 年後半から 90 年代の木造ブームにつくら
れた丸太材構造の多くは、接合部の効率化のために
ジョイント金物を用いた鉄骨造的なものか、昔なが
らの光付の方法でつくられており、建設のコストと
工期がかさむことから現代においては定着していな
い。現代は丸太材の墨付、加工ができる大工が限ら
れるうえ、桟積みによる乾燥が困難なこと、十分な
乾燥期間を取りにくいこと、造作との取り合いの難
しさなどから、ほとんど使われなくなっている。だが、
上述の力学的な長所や化粧あらわしによる意匠への
寄与など、もっと見直されてもよい素材である。

丸太材のひと工夫　太鼓材と半割材

　丸太材の少し変わった使い方として、太鼓材と半
割材がある。太鼓材とは、丸太材の相対する 2 面を
切落として平行な 2 面をつくった断面が太鼓形の材、
半割材とは、丸太材を半分に製材したものをいう。４
面を切り落とす製材は、原木のちょっとした曲がりに
よって長材や大断面の材を得ることが困難になるが、
太鼓材や半割材では、曲がり面と製材面を揃えるこ
とで、それらが可能となる。また、面ができることで
木材の墨付、加工や、壁との取り合い等が丸太材に
比べて格段に容易になるとともに、強軸方向の断面
性能が確保されるという、丸太と製材の長所を兼ね
備えた大工の知恵と工夫を感じる要素技術である。

上勝町における丸太材の活用

　本施設は、ひとつ屋根の下に、主機能であるごみス
トックヤードだけでなく、オフィスやショップといっ
た使用条件が全く異なる空間が 4 間（7.28 ｍ）の幅
で馬蹄形に連なる建築計画である。屋根形状は一定
だが、建具や壁によって覆われる屋内空間と、ごみ
運搬の車がアクセスし雨がかりとなる屋外空間とで
は、空間の使い方や雨への対策が大きく異なる。こ
れらの条件に加え、集められたごみの臭気がこもらず、
風と光が抜ける開放的で気積の大きな空間が求めら
れた。また、設計者からは、将来使われ方が変化し
ても改修して使い続けることができる、フレキシブル
かつサスティナブルな構造システムが求められた。

「ゼロ・ウェイスト」運動を推進している町のシンボ
ルとなる施設であるため、建築に地域の材と技術も
用いて、上勝らしい構造としたい。
　かつて上勝町で盛んであったスギの林業・林産業
は衰退したが、今でも木材や木造に対するポテンシャ
ルは高い。林業再生を目指して町内産の木材業を営
む第３セクター「もくさん」があるなど、年配者を中
心に木材に関する理解は深い。町に残る小さな製材
所は、現代では主流となっている大量生産を行うた
めのツインソーではなく、昔ながらの台車式製材機を
持っており、オーダーによる製材が可能である。加工
に関しても、徳島県は特殊プレカット機を持つ加工
工場がない反面、現代でも大工の手刻みによる自由
度の高い加工が一般的に行われている。
　これらの与件から、町産のスギ丸太材と技術を活
かした構造を目指すこととした。
　小中断面の一般流通材を用いて細かく組み立てて
いく構造も想定したが、特殊プレカット機のない生産
環境では膨大な接合部加工が発生するため適さない。
一方、丸太材は、事前調査で材長 8 ｍまで調達可能
なことがわかっており、一般流通材の最大長 6 ｍを
超える 7.28 ｍの梁間スパンや、軒高 4.2 ｍもの高い
空間でも継手を設けず骨組を構成することができる
ため格段につくりやすくなる。丸太材は端材がほとん
ど出ない為、町のコンセプトにも合致する。

使用条件に応じて変形する構造システム

　上述のように丸太材の使用を念頭に置きながら構
造システムの検討に入ったが、同一形状のフレーム
を単に並べていくと、屋内と屋外空間のいずれかで
使用条件との齟齬が生じてしまう。そこで、屋根外形

を変えずに「空間の使用条件に応じて変形する構造」
とする事とした。ただし、この方法には重大な懸念
があった。ただでさえ丸太材を使うと、光付によっ
て膨大な大工手間が生じる可能性があるが、それに
加えてフレームの形を変えるとなると接合部の種類
も膨大になり、大工の負担が更に増える。フレーム
形状の違いによって、構造性状が大きく変わってし
まうことも避けたい。これらのことから、形態に対
する融通性を持ちながらも統一性があり、丸太材を
使いながらも大工手間が少なく済む構造システム、
部材構成、ディテールをいかに構築するかが構造計
画における最大の課題となった。
　馬蹄形プランに対して、まず、鉛直荷重と水平荷
重の両方を負担できる梁間方向の平面フレームを中
心軸に沿って一定間隔に並べることで、屋根の鉛直
荷重を支えつつ、全体としてあらゆる方向に対する
一定の水平耐力を持たせることとした。これによっ
て梁間と桁行の両方向に対する開放性を生み出すこ
とができる。平面フレームは、丸太材でつくれる極
力シンプルな構成を心掛け、二つの単位トラスと１
本のピン柱による３ヒンジの静定構造とした ( 次頁
参照 )。木造では剛接合に比べてヒンジ接合の方が
つくりやすいうえ、静定構造ならばフレーム形状を
少々変化させても構造性状が極端に変わらないから
である。このフレームを 1 間半（2.73 ｍ）間隔に並
べ、455㎜ピッチの母屋で繋ぎ、30㎜厚の杉野地板
を張ることによって全体構造が出来上がる。
　続いて、各使用条件に合った空間をつくるために
フレーム形状を変形させる仕組を検討した。屋内で
は、外壁の拠所として鉛直に立った側柱があった方
がよく、また内部スペースの空間効率を高めたいこ
とから、柱脚は外側に配置した方がよい。逆に屋外
では、ごみ運搬車の動線や雨天時の作業性の観点か
ら、柱脚は中心軸付近に寄せた方がよい。この考察
から、屋内部では外壁位置にある柱脚を、屋外部で
は中心軸付近に最大 2.73 ｍ移動させること、即ち、
フレームのトラス側（内側）の柱脚部を移動させる
という構造体の形態変化によって、空間の使い方や
雨がかりの条件に合わせられる仕組みをつくること
とした（事項参照 )。フレーム形状を急激に変えると、
隣り合うフレーム同士の構造性状が不連続になって
好ましくないため、柱脚位置を 455㎜ずつ動かし、
7 段階で徐々に変形させることとした。

立体解析モデル：本建物は延床面積 500㎡超であることから
法 6 条 3 号建築となり、ルート１での構造設計を行った。丸太
材は告示 1898 号の木質材料に該当しないことから、令 46 条
4 項で要求される最低限の壁量を構造用合板耐力壁とブレース
で確保する計画として、丸太材を主要構造部に使用可能とした。
水平力に対するフレームと耐力壁の負担をみながら設計するた
めに、建物全体のフルモデルによる立体解析を行った。

丸太材 半割材

太鼓材や半割材は、４面を製材するよりも曲がり材を太く長いま

ま使える。また、丸太同等の強軸方向の断面性能が確保される。

太鼓材
力の加わる方向

側材　太鼓材　側材

写真左：町内の製材所が持つ

昔ながらの台車式製材機。

写真右：屋外部は柱脚がセットバッ

クしているため、車の横付けが可能。

©Koji Fujii / TOREAL
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丸太の部材構成と接合部ディテール
山田憲明 ( 山田憲明構造設計事務所 )

　部材構成と接合部ディテールの検討では、丸太材を用いてフレー

ム形状を変化させるという構造に対して、大工の加工手間を抑え

ながらも丸太材らしい美観を失わないことを目指した。そのため

には、光付の仕口を極力つくらないこと、トラス接合部での部材

集中を解消すること、フレーム形状の変形に伴う部材角度の変化

にフレキシブルに追従できる仕組みを持たせることが求められた。

　最初に発想したのは、１本の丸太を魚の３枚おろしのように切

り分けて１本のボルトで止め、ボルトを中心に真ん中の太鼓材と

両端の側材を回転させることで可動するトラスを構成する方法で

ある。この方法では末口部分で側材が薄くなり易いことが課題で

あったため、この発想を大切にしながら改良し、側材に半割材を

用いることとした。つまり、まずフレームの各部材をシングルの

太鼓材とダブルの半割材とに分け、これらを組み合わせることに

した。シングルとダブルの仕分けは、接合部のつくりやすさ易さ、

座屈、美観などを、総合的に検討して行い、登梁と斜材はシング

ル、側柱と陸梁はダブルとした。この構成によって長材の調達と

いう丸太材の最大のメリットを残したまま、部材同士は平らな面

で接するため光付が不要になるとともに、トラス接合部の部材集

中が解消されることとなった。さらに、太鼓材や半割にすることで、

丸太材では困難であった桟積みによる乾燥が格段にしやすくなった。

　太鼓材と半割材が交差する各接合部のディテールでは、１本の

ボルト M20 で止めることで、フレーム変形に伴う部材の角度変

化に追従するようにしている。ただし、１本のボルトのみでは接

合部耐力が大きく不足することから、φ 90㎜×厚み 22㎜の鋼製

シアリングを太鼓材と半割材それぞれに内蔵して支圧面積を大き

くすることでし、美観と接合耐力を確保している。屋根頂部では

２本の登梁と 1 本の斜材、計３材が１点に集まるが、シアリング

に加えて、への字形と一文字形のプレートを組み合わせることで、

斜材の角度変化に追従するディテールを実現している。半割材の

反りを拘束するために飼木を挟んでボルト止めしている。

　木材の加工と建方は、県内の熟練大工を棟梁として、５～ 6 人

で行った。これまでに経験のないであろう丸太材の使い方である

ため、大工の抵抗を懸念していたが、柔軟な思考と深い理解力を

もつ彼らの尽力によって、大過なく木工事を終えることができた。

本プロジェクトがわずかでも丸太構造という日本における貴重な

技能の継承に資することを願っている。

写真左 : 頂部は「への字」と「一文字」形プレート

を組合せた

写真右 :M20 ボルトと支圧面積を稼ぐための内蔵
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リユースショップ ( くるくるショップ )

リユースショップでは町民が不要となった物を

持ち込むことができ、町内外の誰でも無料で持

ち帰ることができる。持ち帰る際には重さを図っ

てノートに記入する。

様々な廃材を創造的に再利用した内装に触発さ

れ、「もったいないので誰かに使ってほしい」と

思い出の品を持ちこむ町民も増えている。
©Koji Fujii / TOREAL
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シイタケ工場の収穫かごを再利用した「設備スペースの目隠しガラリ」と

「ガラス方建ての座屈止めを兼ねた本棚」。

©Koji Fujii / TOREAL
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ごみが隣に並んでも違和感のない、シームレスな建築を目指した。©Koji Fujii / TOREAL



コミュニティホールは町民のためのラウンジや、企業研修の為のホールなどに使用される。学びの場を併設することで圏外への発信を促し、ゼロ・ウェイスト活動の啓蒙を目的としている。

写真はレクチャー使用時の配置。色も形も異なるタイルが手をつなぐ様に接して貼られている。様々な椅子が安定して乗るように配慮した大判のタイルは、キッチンを兼ねた演台を向くように放射状配置とした。

©Koji Fujii / TOREAL



かつてごみの野焼き、埋め立て場であったこの地に、上勝町の豊かな自然を守り、持続可能な未来のための施設が誕生した。
©Koji Fujii / TOREAL
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ホテル客室©Koji Fujii / TOREAL



町産の砂岩を外構の石垣に利用。山に囲まれた上勝町では古くから石を積んで田畑を開いてきた。

在庫処分品の有効レンガを小端立てで敷詰めたホテルアプローチ。

上勝町の石を敷き詰めた光庭。

©Koji Fujii / TOREAL
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町民が廃材を持ち寄ってできた建築

町民が町の取り組みを誇りに思い、愛する施設を

目指して、住民説明会や町の広報誌を通じ特定の

廃棄物を募集した。その結果、人口 1500 人を割

る町で約 700 枚の建具や廃材が集まった。

集まった建具は建物を特徴づけるパッチワークペ

アサッシとして利用した。その他、割れた食器の

陶片は骨材として洗い出しの床に、箪笥や農機具

等は展示什器やサインに、耐風圧を受けるサッシ

方立の座屈止めに用いた農業用の収穫コンテナは

書棚として活用した。消費を煽る新聞には「WHY」

と活版印刷して消費社会を見直すメッセージを込

めた壁紙に転用するなど、アップサイクルを意識

してさまざまな廃材を創造的に組み合わせている。

なお廃材の使用に際しては、公共建築として一般

的に求められる性能・品質保証、瑕疵責任の緩和

を議会や役場に認めてもらった上で、町からの支

給材という形をとった。町民・町役場の協力なし

にこの建築は不可能であった。

1：建具→ペアサッシ／町民の協力によって集まった 700 枚以上の建具を、１枚ずつ採寸した後に建具表を起こし、コンピュータ上でレイアウトした。

2：旧庁舎の壁材→外部受壁／解体が決定した旧町役場の外壁を町の記憶として継承した。

3：陶片・ガラス→洗い出し仕上げ／割れたガラス製品や食器を町民ボランティアの手でカレット化し，リユースショップのモルタル床の骨材とした。

4：廃棄家具→本棚／廃校となった学校や町民から譲り受けた思い出の家具を組み合わせ，コミュニティホールの環境系の本を収納する本棚とした。

5：在庫処分タイル→モザイク貼り／廃棄処分のタイルをコミュニティホールの床に乱張りした。色も形も異なるため，角と角を繋ぐように配置している。

6：ガラス瓶→シャンデリア／さまざまなガラス瓶を 300 個束ね，リユースショップのシャンデリアとした。

7：ビールケース→レセプションカウンター／ビールケースによるリユースショップのカウンター。背後の飾り棚は古家具や農具を組み合わせたもの。

8：箪笥→壁面収納／壊れた箪笥の抽斗を組み合わせ，オフィス / ラボラトリーの壁面収納とした。

9：H 鋼→車止め／森林組合が材木の転び止め杭としていた H 鋼を駐車場の車止めに転用。

10：塗料缶→ベンチ／工事中に出た缶のリユース。土間と芝生の見切部は廃瓦を小端立て、上勝産の川石を敷き込んだ。

11：収穫かご→設備隠しガラリ／菌床シイタケ工場の収穫かごを組み合わせ，設備スペースの目隠しガラリとした

12：農具・廃材→施設サイン／農機具や自転車のスポーク等を組み合わせ，ホテルのサインとした。赤色の外壁は柿渋にベンガラを混ぜた天然由来の仕上げ。

13：端切れ→カーテン／さまざまな柄の端切れ布をパッチワークした。ホテルの客室ごとに異なる組み合わせとなっている。

14：新聞紙→壁紙／新聞の消費広告の上に「何故それを買うのか？何故それを捨てるのか？」と問いかけるように，「WHY」の字を活版印刷し，壁紙とした。

15：川石→取手／上勝町の川石を利用した取手。客室は枝付き檜の心柱や藤巻の手摺りなど上勝の自然の豊かさを感じられる素材とした。

16：ベッド→ソファ／ ベッドフレームを利用したソファー。他物件で出た廃棄処分のテーブルの脚を切りローテーブルとした。

©Koji Fujii / TOREAL



町民から譲り受けた廃棄建具

人口 1500 人を割る町で約 700 枚の建具が集まった。全ての

建具は町の協力のもと採寸し、NAP 建築設計事務所が建具表

として記録した。立面図はそれを基にコンピューター上で建

具をレイアウト。施工時には傷んだ箇所を補修し、地面に並

べて最終確認した。

©Koji Fujii / TOREAL



©BIG EYE COMPANY

新たな住民参加型の建築

ゼロ・ウェイストセンターは、単にごみを

捨てに来る場所ではなく、コミュニティの

“ 場 ” となっている。かつてはごみを捨てて

直ぐに帰っていっていたおばあちゃんたち

も、今では待ち合わせをして、おしゃべり

を楽しんでいる。視察者の目を避けていた

おじいちゃんも「これは私の家の窓だった、

あれは中学校の机だよ」と気さくに話しか

けてくる。子供たちもごみ捨てに行く親に

付いていくのが楽しくなったという。

センター内に使われている思い出の品々に

ついて語る町民の姿を見ると、これは新し

い住民参加型の公共建築だと実感する。町

の人が自ら材料を提供し、ごみの資源化が

創造的な行為だと気づいたことで、ゼロ・

ウェイストの取り組みを誇らしく感じ、こ

の建築を自分たちの施設だと感じている。

ごみを通じて人びとが集い、交流し、地域

の絆を深めるのである。



芝生広場から見る夜景。

かつて明かりを灯していた家々の窓が集合して、過疎化にあえぐ町を照らす希望の行灯となるよう願いを込めた。
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